
小金井市長期計画審議会（第２回）次第 

 

日時 平成２７年３月３１日（火）１８時から 

場所 商工会館２階大会議室 

 

【次第】 

 

１ 後期基本計画の全体構成について  （18：00～18：15）15分 

（資料６－１：第４次基本構想・後期基本計画の構成（案）、資料６－２：第４次基本構想・

前期基本計画の総括（掲載イメージ）） 

   

２ 前期基本計画の進捗状況について （18：15～18：25）10分 

（資料７：前期基本計画における成果・活動指標の達成状況一覧） 

 

３ 現状分析結果の説明について （18：25～18：45）20分 

（冊子：データブック2014（速報版）、資料８：市の財政状況） 

 

４ 各施策の掲載項目について （18：45～18：55）10分 

（資料９：第４次基本構想・後期基本計画に係る掲載項目（案）） 

 

～休憩５分～ 

 

５ 起草委員会の所属の決定と進行の仕方 （19：00～19：25） 25分 

（資料10：起草委員会の構成及び今後の日程（案）、資料10-2：起草委員会補足資料） 

   

６ 懇談会の実施について （19：25～19：55）30分 

（資料11：懇談会開催概要（案）、資料11-2：ワールドカフェとは） 

   

７ その他 （19：55～20：00）5分 

 



№ 資　　　料　　　名 備　　考

第１回 1 小金井市長期計画審議会の運営等について（案） 【事前配布】

（3月9日） 1-1 小金井市長期計画審議会条例 【事前配布】

1-2 小金井市市民参加条例、同施行規則（抜粋） 【事前配布】

1-3 小金井市附属機関等の会議に関する傍聴要領 【事前配布】

1-4 意見・提案シート『差替版』 【当日配付】

2 長期計画審議会・起草委員会全体スケジュール（案） 【事前配布】

3 審議会・起草委員会の役割（案） 【当日配付】

4
第４次基本構想・後期基本計画（案）の庁内策定状況に
ついて

【事前配布】

4-1 小金井市長期総合計画策定方針 【事前配布】

5 人口推計（案） 【当日配付】

冊子 第４次基本構想・前期基本計画 【当日配付】

冊子 第４次基本構想・前期基本計画（概要版） 【当日配付】

冊子 小金井市市勢要覧2013 【当日配付】

簡易
製本

平成２６年度小金井市市民意向調査報告書（速報版） 【事前配布】

参考 長期計画審議会委員名簿 【当日配付】

№ 資　　　料　　　名 備　　考

第２回 6-1 第４次基本構想・後期基本計画の構成（案） 【事前配布】

6-2 第４次基本構想・後期基本計画の総括（掲載イメージ） 【事前配布】

（3月31日） 7 前期基本計画における成果・活動指標の達成状況一覧 【事前配布】

8 市の財政状況 【事前配布】

9 第４次基本構想・後期基本計画に係る掲載項目（案） 【事前配布】

10 起草委員会の構成及び今後の日程（案） 【事前配布】

10-2 起草委員会補足資料 【当日追加配付】

11 懇談会開催概要（案） 【事前配布】

11-2 ワールドカフェとは 【当日追加配付】

冊子 データブック2014（速報版） 【当日配付】

小金井市長期計画審議会

配　付　資　料　一　覧



 

第２回小金井市長期計画審議会資料                     平成２７年３月３１日 

 

第４次基本構想・後期基本計画の構成（案） 

 

 はじめに（市長あいさつ） 

 目次 

 第１部 後期基本計画の策定にあたって 

 第１章 目的と策定意義 

 第２章 計画期間と構成 

 第３章 計画の背景（社会情勢、市の現況） 

 第４章 市民意向調査の概要 

 第５章 前期基本計画の総括 

 第６章 市の将来人口 

 第７章 財政計画 

 第２部 後期基本計画 

 第１章 総論（計画の構成、施策の大綱（目標）、計画の推進） 

 第２章 重点プロジェクト（考え方、体系図、具体的内容） 

 第３章 施策の体系 

 第４章 各論 

１ 環境と都市基盤 

２ 地域と経済 

３ 文化と教育 

４ 福祉と健康 

 第５章 計画の推進 

 付属資料 

 第４次基本構想 

 市民意向調査に係る重要度満足度調査結果 

 中期財政計画の概要 

 憲章・諸計画一覧 

 計画策定の経過 

 長期計画審議会委員・庁内体制 

 設置条例等根拠規定 

 用語説明 

資料６－１ 



第２回小金井市長期計画審議会資料 平成２７年３月３１日

第４次基本構想・前期基本計画の総括 （掲載イメージ） 

①施策の大綱の達成状況 
 

 前期基本計画では、第４次基本構想の将来像の実現に向け、４つの計画分野ごとに目標を

立てました。それぞれの分野の達成状況は、次のとおりです。 

環境と都市基盤 
 

 ●●●については、●●●を実施し、･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 施策の大綱「みどりあふれる快適で人にやさしいまち」については、基盤整備の

部分について、大きな進展がみられ、おおむね目標を達成しました。 

地域と経済 
 

 ●●●については、●●●を実施し、･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 施策の大綱「ふれあいと活力のあるまち」については、●●●●●●●●●に

ついて、大きな進展がみられ、おおむね目標を達成を達成しました。 

文化と教育 
 

 ●●●については、●●●を実施し、･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 施策の大綱「豊かな人間性と次世代の夢を育むまち」については、

●●●●●●●●●について、大きな進展がみられ、おおむね目標を達成しまし

た。 

福祉と健康 
 

 ●●●については、●●●を実施し、･･････････・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 施策の大綱「誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち」については、

●●●●●●●について、大きな進展がみられ、おおむね目標を達成しました。 

資料６－２ 



環
境
と
都
市
基
盤

地
域
と
経
済

32公園

H27見込
NO

達成状況前期基本計画における成果・活動指標

指　標　名 現状(H20) 目標(H27) H26実績

1
環境美化ボランティアが
整備した公園数

20公園 30公園 30公園

②成果・活動指標の達成状況 
 

前期基本計画では、計画期間内の事業成果を明確にするため、分野別計画の８３施策

ごとに成果・活動指標を設定しています。この指標について、平成２７年度の見込みも含

めて、達成状況を示しています。 



第２回小金井市長期計画審議会資料 平成２７年３月３１日

指　　標　　名 現状（Ｈ20） 目標（Ｈ27） Ｈ25実績 Ｈ27見込

環境基本計画の達成率 - 80.0% 61.9%

花壇ボランティア、環境美化サポーター
などが活動する公園数

８園 16園 19公園

みどりの保全

緑被率（速報値）
※緑被率は市域に占める樹木や草で覆われた土地の面
積。速報値では、前回調査で緑被率とされた部分のみを
評価するため保全の指標となる。

27.9% 維持 -

市民１人当たりの公園の整備面積 6.97㎡ 7.05㎡ 6.80㎡

重点的に整備を進める都市計画公園の
整備の進捗状況

33.7% 52.0% 48.3%

都市計画道路の緑化率 39.0% 50.0% 44.3%

水辺の拡大 雨水浸透ます設置率 52.0% 55.0% 58.9%

市民１人１日当たりのごみ総排出量 675.5g 更なる減量 598.1ｇ

総資源化率 42.8% 更なる分別 49.8%

ごみの処理 ごみ処理体制の整備 一部未整備 整備 一部未整備

まちの美化
市民・団体等による啓発・美化活動の回
数（ごみゼロ化推進員を含む。）

146回 175回 348回

環境にやさしい
仕組みづくり

環境博覧会、環境講座、環境施設見学
会の開催回数

４回 ５回 ６回

地球環境への
負荷の軽減

市全域から排出される二酸化炭素量
※現状は平成18年度実績値。目標は、地球温暖化対策
地域推進計画における平成32年度目標（203ｋｔ）から概
算で算出した。

277kt※ 229ｋｔ※ 320ｋｔ(Ｈ23)

公害発生防止
体制の充実

公害に関する監視測定項目数 20項目 維持 20項目

まちの顔となる
駅周辺の整備

市内３駅の１日平均乗客数の合計 85,514人 90,000人 90,208人

魅力的な市街
地

地区計画件数 ４件 ５件 ４件

良質な住宅の
供給

高齢者自立支援住宅改修給付事業の給
付件数

46件 56件 39件

快適な住環境
の整備

第一種低層住居専用地域の割合 65.1% 維持 65.1%

安全な住環境
の整備

住宅の耐震化率
※昭和５７年以降に建築された又は昭和５６年以前で一
定の耐震性が図られた住宅の割合

78.0% 90.0% 87.2%

水の安定供給
水道水に占める地区水（地下水源）の割
合（過去５年間の平均）

68.7% 維持 -

下水道の維持
管理

下水道施設の耐震化率
※公共下水道地震対策緊急整備計画に基づく平成２５
年度を目途とした目標値。平成２５年度に見直して、更な
る耐震化を推進する見込み。

0% 14.8% 0%

環
境
と
都
市
基
盤

施策

循環社会の形
成

前期基本計画における成果・活動指標

みどりを育む仕
組みづくり

みどりの創出

前期基本計画における成果・活動指標の達成状況

達成状況

資料７ 
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指　　標　　名 現状（Ｈ20） 目標（Ｈ27） Ｈ25実績 Ｈ27見込
施策

前期基本計画における成果・活動指標 達成状況

道路の整備 都市計画道路の整備率 39.0% 50.0% 44.5%

人にやさしい交
通環境の整備

放置自転車台数
※放置自転車禁止区域内

87台/日
(9,453台/年)

0台/日 5,084台/年

公共交通機関
の整備

駐輪場の不足台数 2,755台 0台/日 △630台

河川などの整備 自然再生事業の進捗状況 第一期事業 第三期事業 第二期事業

協働のまちづく
り推進

地域活動への市民の参加率
※委員や団体等の構成員などとしての活動の平均参加
率

9.9% 12.0% -

地域情報ネット
ワークの推進

コミュニティポータルサイトの年間アクセ
ス件数

- 120万件 ０件

危機管理体制
の充実

新たな危機管理体制の構築 - 体制構築 -

防災コミュニティ
づくり

自主防災組織の数 23団体 28団体 27団体

公共施設の耐震化率 85.8% 100% -

市内の年間火災発生件数（５年間平均） 38.8件 32.0件 40.2件

防犯体制の強
化

刑法犯の認知件数（５年間平均） 1,766.2件 1,470.0件 1,206件

産業振興の計
画的推進

産業振興プランの達成率 - 80.0% -

産業基盤の整
備

市内の産業振興施設数 １か所 ２か所 ２か所

農工大・多摩小金井ベンチャーポートの
入居者数

14社 21社 21社

開業資金融資件数 ２件 ５件 ５件

商業振興の計
画的推進

産業振興プランの達成率（商業振興事
業）

- 80.0% -

商業環境の整
備

小売業の年間商品販売額
※現状は平成19年度実績値

681.6億円 維持 650億円

魅力ある商業・
商店街づくりの
推進

黄金井名物市への来客数 2,000人 2,400人 5,800人

地域商業の育
成・支援

黄金井あきないカレッジの参加者数 － 40人 -

地域資源をい
かした観光の推
進

桜まつりなどの来場者数
※桜まつり、阿波おどり大会、お月見のつどい

400,000人 480,000人 77,000人

工業の振興 １事業者当たりの製造品出荷額
3億

2,200万円
維持

１億
5,200万円

農業基盤の確
立

経営耕地面積 8,506a 維持 8,413ａ

農業との交流推
進

市民農園・体験農園の面積 8,840㎡ 10,600㎡ 10,989㎡

環
境
と
都
市
基
盤

地
域
と
経
済

防災機能の強
化

創造的産業の
支援
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指　　標　　名 現状（Ｈ20） 目標（Ｈ27） Ｈ25実績 Ｈ27見込
施策

前期基本計画における成果・活動指標 達成状況

安全・安心な消
費生活支援

消費者啓発活動への参加人数 2,008人 2,410人 2,163人

勤労者福祉の
向上

勤労者福祉サービスセンター登録事業
所数

756か所 910か所 702か所

雇用機会の拡
大

こがねい仕事ネットの利用者数 58,730人 70,500人 57,261人

芸術文化振興計画の達成率 － 80.0% 68.0%

市史の整備・刊行状況
※平成２０年度刊行の小金井桜編に加え、現代編・近代
編・近世編を刊行予定

１巻 ４巻※ ２巻

玉川上水・小金井桜整備活用計画の達
成率

－ 80.0% -

はけの森美術館の入館者数 6,013人 7,300人 5,349人

市民交流センターの稼働日率 － 76.2% 100%

文化交流の推
進

国際交流事業の参加人数 35人 50人 275人

人権・平和に関
する施策の推
進

平和・人権に関する事業の参加者数 165人 330人 553人

男女共同参画
の推進

審議会などへの女性の参画率 35.4% 50.0% 33.6%

生涯学習の計
画的推進

生涯学習推進計画の達成率 － 80.0% -

図書館における住民１人当たり図書貸
出冊数

7.0冊 8.4冊 6.8冊

公民館平均利用率 62.6% 70.0% 61.3%

生涯学習活動
の推進

放課後子ども教室の実行委員会形式に
よる実施件数

４件 ９件 ９件

スポーツ・レクリ
エーション活動
の支援

スポーツ教室・スポーツ大会の参加者数
20,127人
（実人数
17,647人）

24,200人
（実人数
21,176人）

実人数
15,442人

スポーツ・レクリ
エーション施設
の活用

体育施設の利用者数
※総合体育館、上水公園運動施設、テニスコート場、栗
山公園健康運動センター

429,214人 515,100人 473,315人

学校教育の計
画的推進

教育振興基本計画の進捗状況 - 80.0% 79.0%

勉強（国語、算数又は数学）が好きな児
童生徒の割合

小学校:約65％
中学校:約56％

小学校:約72％
中学校:約63％

小学校:約64％
中学校:約61％

社会貢献活動に関わっている児童生徒
の延べ人数

小学校:4,841人
中学校:3,157人

小学校:5,000人
中学校:6,000人

-

校庭芝生化を実施した市立小・中学校
の数

１校 ９校 ５校

学校の教育用コンピュータ1台当たりの
児童生徒数

小学校：28人
中学校：11人

小学校：10人
中学校：7人

小学校：27人
中学校：11人

家庭と地域の共
同教育の推進

子育て支援ネットワークの参加幼稚園数
※１：子どもの健やかな成長のためのネットワーク
※２：支援が必要な子どものためのネットワーク

- ６園
１園※１
６園※２

幼児教育の充
実

幼稚園児の保護者補助及び就園奨励費
助成の実施率※辞退者等を除く。

100%※ 100% 100%

地
域
と
経
済

文
化
と
教
育

総合的な文化
振興の推進

文化施設の効
率運営

活動の場の充
実

教育内容・教育
方法の充実

学習環境の整
備・充実
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指　　標　　名 現状（Ｈ20） 目標（Ｈ27） Ｈ25実績 Ｈ27見込
施策

前期基本計画における成果・活動指標 達成状況

保健福祉総合計画の達成率 - 80.0% -

福祉会館の利用人数 54,385人 65,300人 48,825人

低所得者・生活
困窮者等福祉
の充実

就労支援件数 86件 維持 230件

高齢者の活躍
の場づくり

高齢者のいきいき活動の参加延べ人数 2,196人 2,600人 2,883人

高齢者の生活
支援

認知症サポーター数 102人 4,000人 2,385人

介護予防事業
の充実

小金井さくら体操の参加者数 150人 500人 375人

介護保険事業
の充実

地域密着型サービス事業所数 24か所 30か所 24か所

のびゆく子どもプランの達成率 - 80.0% 62.1%

児童館数 ４館 ５館 ４館

待機児童数 87人 ０人 188人

学童保育の定員数 540人 740人 790人

母子自立支援プログラムの就労支援決
定者数

8人 12人 11人

発達支援センターの整備状況 ０か所 １か所 １か所

地域の子育ち・
子育て環境の
充実

子育て支援ネットワークの参加団体数
※１：子どもの健やかな成長のためのネットワーク
※２：支援が必要な子どものためのネットワーク

12団体 40団体
47団体※１
44機関等※２

ノーマライゼー
ションの推進

障害者就労支援センターを通じて就労し
た人数

16人 20人 19人

日常生活の支
援

在宅福祉サービス事業所数 22か所 26か所 34か所

医療との連携 相談窓口の設置数 ２か所 維持 ２か所

保健活動の充
実

６５歳健康寿命の延伸
男81.3歳
女82.7歳

男82.0歳
女83.0歳

男81.5歳
女82.6歳
（Ｈ23）

休日・休日準夜診療の実施状況
※休日歯科応急診療は、休日には１か所、準夜には１か
所実施している。

休日4か所
準夜1か所※

維持
休日4か所
準夜1か所※

小児科救急外来の実施状況
365日
24時間

維持
365日
24時間

医療保障制度
の充実

国民健康保険未加入者などの無保険状
態の人数

０人 ０人 ０人

市民ニーズの
把握と共有化

市民意向調査を踏まえた計画の割合 45.0% 100% 55.6%

わかりやすい情
報発信と適正な
情報管理

市ホームページの年間アクセス件数 約290万件 304.5万件 328.3万件

福
祉
と
健
康

計
画
の
推
進

地域福祉の推
進

子育ち支援

医療体制の充
実

子育て家庭の
支援
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指　　標　　名 現状（Ｈ20） 目標（Ｈ27） Ｈ25実績 Ｈ27見込
施策

前期基本計画における成果・活動指標 達成状況

市民参加の推
進

審議会などにおける公募市民の割合 15.7% 30.0% 21.6%

市民協働の推
進

市民協働研修への市職員の参加人数 27人 40人 31人

更なる行財政改
革の推進

第３次行財政改革の達成率 - 80.0% 53.2%

組織の活性化と
人材の育成・活
用

職員の研修への参加率 62.5% 80.0% 69.4%

行政評価による施策・事業の見直し件数 42件 100件 -

窓口の設置状況 １か所 ２か所 １か所

計画とマネジメ
ントの整備

第４次基本構想・前期基本計画の目標
達成率

－ 80.0% -

広域行政の推
進

広域行政サービスの内容を知っている
市民の割合

－ 50.0% -

安定した財政運
営の確立

経常収支比率 96.5%
80％台
後半

96.7%

歳入の安定 市税収納率の向上 95.9% 維持 95.8%

歳出の適正化 人件費比率の適正化 22.0%
26市平均
以下

16.6%

計
画
の
推
進

自律した行政経
営の実現
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第２回小金井市長期計画審議会資料 平成2ﾌ年３月３１日 唾逗］

市の財政状況

(単位：千円）

歳入 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

市税 19,533,595 1９，９２１，０６８ 19,885,409 19,997,967 19,779,074

|財政調整基金繰入金 1,050,000 1,656,000 880,000 940,000 400,000
Ｉ

Ｉ臨時財政対策債借入額 1,500,000 890,000 633,800 633,000 590,000

歳出 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

人件費 7,567,443 7,035,575 6,796,768 6,294,919 6,223,985

|扶助費 7,434,766 8,029,145 8,157,091 8,376,159 8，１７５，７０３

繰出金 3,445,336 3,547,159 3,723,126 3,691,102 3,929,752

財政調整基金残高 2,537,387 1,612,166 1,112,589 1,222,935 823,209

※平成25年度までは地方財政状況調査、平成26年度は当初予算の数値である。急の甥〔ｲ頂で西

【歳入】３０
億円

2５

2０

1５

1０

５

０

平成22年度平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度

【歳出】１２０

１００

１鱗I繰出金
慧織扶助費

8０

6０

4０

2０

０

億円

平成22年度 ′洋成23年度
噛雛．．

f：

８

霧
霧 人件費

蕊

平成24年度平成25年度平成26年度

§ｉｌ



歳出の概要
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(単位：百万円）

鐸

※地方財政状況調査による。（普通会計）

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

議会費 325 327 330 332 343 343 339 332 427 369 366

総務費 4,708 4,612 5,250 5,919 5，７０１ 4,984 6,583 5，９２１ 9,157 4,160 4,500

民生費 9，７０１ 10,102 10,537 10,334 10,780 1１，０５３ １２，１１１ 13,935 14,808 １４，９７１ 16,604

衛生費 2,975 2,956 3,220 4,061 3,914 3,810 3,627 3,955 4,226 4，５１１ 3,899

労働費 398 407 388 350 358 355 407 557 602 515 387

農林水産業費 4４ 3６ 3０ 3０ 3９ 3７ 3８ 4３ 3１ 3５ 4６

商工費 165 1８１ 1５３ 158 164 163 194 167 175 1６１ 210

土木費 3,906 3,669 6,243 5,297 5,374 6,370 6,125 5,325 4,279 3,792 3,468

消防費 1,597 1,575 1,594 1,579 1,536 1,585 1,553 １，５５８ 1,600 1,546 1,467

教育費 3,955 3,445 4,128 4,220 4,388 4,466 3,595 3,478 3,438 3,536 4，１１１

公債費 2,382 2,405 2,387 2,562 2,727 2,682 2,660 2,752 2，８１１ 2，８９１ 2,931

諸支出金 １７ １７ １７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

歳出合計 30,173 29,732 34,277 34,842 35,324 35,848 37,232 38,023 41,554 36,487 37,989
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歳出の概要（性質別歳出）

Ｘ
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※地方財政状況調査による。（普通会計）

G冠

(単位：百万円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

一

平成23年度 平成24年度 平成25年度

人件費 8，１３１ 8,186 8,265 8,402 8,436 7,884 7,469 7,568 7,036 6,797 6,295

扶助費 4,289 4,562 4,691 4,721 5,014 5,320 5,641 7,435 8,029 8，１５７ 8,376

公債費 2,382 2,405 2,387 2,562 2,727 2,682 2,660 2,752 2，８１１ 2，８９１ 2,931

物件費 4,941 5,059 5,338 5,165 5,487 5,390 5,739 5,788 6,066 6，１５５ 6,255

維持補修費 130 147 146 １２１ 137 145 156 186 １８６ 188 183

補助費等 3,850 3,692 3,739 3,693 4,270 4,237 5,691 3,967 4,066 4，１５１ 4,123

積立金 266 384 963 1,530 1,280 1，０２８ 1,220 2,046 1，３０９ 624 1,973

投資及び

出資金・貸付金 1９ １９ 2０ 2２ 2１ １１ ６ ０ ０ ０ １

繰出金 3,073 3,196 3,323 3,084 3,051 3,143 3,433 3,445 3,547 3,723 3,691

投資的経費 3,092 2,082 5,405 5,542 4,901 6,008 5,217 4,836 8,504 3，８０１ 4，１６１

歳出合計 3０，１７３ 29,732 34,277 34,842 35,324 35,848 37,232 38,023 41,554 36,487 37,989



心

義務的経費の推移

平成14年度

人件費 8,864,074

扶助費 3,915,464

公債費 2,400,525

合計 15,180,063

億円

９０

8０

7０

6０

5０

4０

3０

2０

１０

０

平成15年度

8,130,647

4,288,565

2,381,726

14,800,938

平成16年度 平成17年度

8,185,662 8,264,909

4,561,582 4,691,612

2,404,598 2,386,912

15,151,84215,343,433

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

8,402,038 8,436,587 7,883,797 7,469,485 7,567,443 7,035,575 6,796,768

4,721,013 5,014,366 5,320,640 5,640,433 7,434,766 8,029,145 8,157,091

2,562,307 2,727,259 2,682,058 2,660,137 2,752,111 2,810,698 2,890,964

15,685,35816,178,21215,886,49515,770,05517,754,32017,875,41817,844,823

平成14年度平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度平成24年度平成25年度

※普通会計一地方財政状況調査による

(単位:千円）

平成25年度

6,294,919

8,376,159

2,931,163

17,602,241
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1９０

○人件費比率％
３０

２８

２６

２４

２２

２０

１８

１６

主移財亜剥旨極

Ｈ１５Ｈ１６Ｈｌ７Ｈｌ８Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２３Ｈ２４Ｈ25年度

政状況調査による通

会計一地方財政状況調査による、※一般的に70％～80％が適正水準といわれる

13年度～平成18年度までは経常一般財源等に減税補てん債、臨時財政対策債を加えて算出し、平成19年度からは経常
源等に減収補てん債特例分、臨時財政対策債を加えて算出

Ｏ公槽蕃比率．

％
５０
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○経常収支比率
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100

9５
ー

＝

○人件費比率
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●

平成Ｚら年度市民一人当鱈&Ｉの市税内駅（Ｚ⑤市比較）

８

(普通会計一地方財政状況調査による） ※類似団体

ロ
や

うち固定資産税
(市民一人当たり）

順位 市名 単位：円

１※武蔵野市 104,376

２立川市 9１，１５１

３※多摩市 86,346

４羽村市 83,685

５府中市 82,730

６※昭島市 72,689

７＝塵市 71,806

８国立市 7１，１７５

９調布市 7０，２６１

１０ ※国分寺市 64,777

１１ 稲城市 64,195

１２ 武蔵村山市 6１，７５１

1３ 日野市 61,436

１４ 小平市 6１，３４０

1５ 青梅市 6１，１５８

１６ 八王子市 60,905

１７ 町田市 59,300

1８ 小金井市 58,826

１９ 東大和市 58,322

2０ 西東京市 55,909

2１ ※東久留米市 53,486

2２ あきる野市 53,190

2３ 福生市 52,835

2４ 東村山市 50,751

2５ 狛江市 49,680

2６ 清瀬市 46,328

２６市平均 6６，１９６

類似団体平均 74,945

うち法人市民税
(市民一人当たり）

順位 市名 単位：円

１立川市 27,186

２調布市 24,745

３※武蔵野市 21,360

４府中市 19,461

５ﾉ」、 平市 1５，２８４

６※多摩市 1５，２０９

７ 日野市 11,545

８八王子市 11,023

９※昭島市 10,711

１０ 青梅市 9,908

１１ 羽村市 9,746

1２ 三鷹市 9,740

１３ 国立市 8,973

1４ 町田市 8,485

１５ 西東京市 8,338

1６ ※国分寺市 7,188

１７ 武蔵村山市 7,023

１８ 小金井市 6,323

1９ 稲城市 6,120

2０ 東村山市 5,687

2１ 福生市 5,627

2２ 東大和市 5,597

2３ ※東久留米市 5,018

2４ あきる野市 4,626

2５ 清瀬市 3,929

2６ 狛江市 3,173

２６市平均 1１，７８６

類似団体平均 1１，４７４

うち個人市民税
(市民一人当たり）

順位 市名 単位：円

１※武蔵野市 110,452

２二鷹市 89,824

３国立市 89,320

４※国分寺市 87,478

５小金井市 86,017

６調布市 82,421

７狛江市 75,817

８稲城市 75,132

９府中市 74,382

１０ 西東京市 71,933

１１ 町田市 70,043

１２ 小平市 69,740

1３ ※多摩市 68,812

1４ 日野市 68,610

1５ 寸川市 68,051

１６ 八王子市 62,871

１７ ※東久留米市 62,451

1８ 羽村市 6１，１８１

１９ 東村山市 60,969

2０ ※昭島市 60,482

2１ 東大和市 5９，１８８

2２ 福生市 57,795

2３ 清瀬市 56,951

2４ 青梅市 56,852

2５ あきる野市 54,133

2６ 武蔵村山市 48,909

２６市平均 70,977

類似団体平均 80,013

市税合計
(市民一人当たり）

順位 市名 単位：円

１※武蔵野市 264,876

２ウ川 市 210,777

３調布市 198,036

４府中市 195,802

５二座市 192,836

６国立市 191,831

７※多摩市 188,261

８※国分寺市 182,497

９羽村市 179,209

１０ 小金井市 170,807

１１ ※昭島市 165,419

1２ 小平市 165,342

1３ 稲城市 164,674

1４ 日野市 159,162

1５ 八王子市 157,507

1６ 町田市 157,374

1７ 西東京市 154,624

1８ 青梅市 147,346

1９ 狛江市 145,496

2０ 東大和市 141,806

2１ ※東久留米市 139,230

2２ 武蔵村山市 137,984

2３ 福生市 135,311

2４ 東村山市 134,271

2５ あきる野市 129,286

2６ 清瀬市 122,688

２６市平均 169,316

類似団体平均 188,041



平成Ｚ５年度人件費比率・経糟噸支比率（Ｚ６市比較）

経常収支比率
(特例債を除く）

経常収支比率人件費比率

順位 市名 単位：％ 順位 市名 単位：％ 順位 市名 単位：％

１府中市 12.2 １稲城市 84.1 １府中市 85.8

２武蔵村山市 13.6 ２府中市 85.8 ２※武蔵野市 87.0

３あきる野市 13.7 ３八王子市 86.2 ３調布市 89.6

４青梅市 14.3 ４※武蔵野市 87.0 ４※多摩市 90.5

５※東久留米市 14.7 ５調布市 89.6 ５八王子市 91.0

６八王子市 14.8 ６東村山市 89.7 ６稲城市 91.2

７※武蔵野市 14.9 ７東大和市 90.1 ７二膳市 91.9

８東大和市 15.2 ８福生市 90.5 ８立川市 92.8

９調布市 15.3 ８※多摩市 90.5 ９福生市 93.5

９小平市 15.3 １０ 小平市 91.4 1０ ※国分寺市 95.7

1１ 東村山市 15.4 1１ ※昭島市 9１．５ １１ 国立市 96.1

１２ ※昭島市 15.5 1２ 三鷹市 91.9 １２ 釧、． 平 市 96.3

１３ 立川市 15.6 1３ 町田市 92.3 1３ 町田市 96.6

1４ 稲城市 15.7 1４ 狛江市 92.7 １４ 日野市 97.6

1５ 西東京市 15.8 1５ 立川市 92.8 1５ ※昭島市 98.3

1６ 三鷹市 16.2 1６ 武蔵村山市 92.9 １６ 胡、金井市 99.7

1７ 小金井市 16.6 1７ 清瀬市 93.6 １７ 東村山市 100.0

1７ 羽村市 16.6 1８ あきる野市 94.0 １８ 東大和市 100.5

１９ 福生市 16.8 1９ 青梅市 94.3 1９ 狛江市 100.7

１９ 清瀬市 16.8 2０ 西東京市 94.4 2０ 羽村市 1０１．１

2１ 日野市 16.9 2１ 日野市 94.6 2１ 清瀬市 103.3

2２ ※国分寺市 17.2 2２ 羽村市 94.9 2２ 武蔵村山市 103.5

愈

琴

2３青梅市 １０４．１

2４ 西東京市 104.2

2５ あきる野市 104.9

2６ ※東久留米市 105.8

２６市平均 95.1

類似団体平均 94.7

2３ ※東久留米市 95.5

2４ ※国分寺市 95.7

2５ 国立市 96.1

2６ 小金井市 96.7

２６市平均 91.0

類似団体平均 92.1

2２ ※多摩市 17.2

2４ 町田市 17.4

2５ 狛江市 18.5

2６ 国立市 18.7

２６市平均 15.8

類似団体平均 16.6

(普通会計一地方財政状況調査による） ※類似団体

９



基金の年度末現在高の推移

基金名称
平成1５
年度
平成1６
年度

財政調整基金 425 525

退職手当基金 100 200
● *

庁舎建設基金 １ 3０

保養施設建設基金 2２ 2２

文化センター建設基金 346 343

地域センター建設基金 9５ 9５

地域福祉基金 9１ 8４

環 境基金 ０ ０

都市再開発整備基金 502 584

鉄道線増立体化整備基金 1，１０５ 1．１０６

公園整備基金
(19.6.1からは「みどりと公国基金」）

939 966

みどりと公園基金
（19.1.31まで『緑化基金』）

０ ０

市営住宅整備基金 2８ 3２

教育施設整備基金 ２ ２

合 計 3,656 3,989

平成1７
年度

925

400

6０

2２

－３３９

9５

7５

5２

524

959

772

０

3５

5２

4,310

平成１８
年度

1,525

801

9０

2２

339

9５

6３

1３１

395

761

・６１９

０

3８

1８

4,897

平成１９
年度

1,928

802

121

2２

340

9５

110

１９５

451

678

０

540

4０

１７

5,339

平成2０
年度

2,033

508

１５２

2２

341

9５

106

472

252

630

０

409

4３

1６

5,079

平成2１
年度

2,136

359

199

2２

341

9５

8８

742

203

697

０

258

4７

1４

5,201

平成2２ 平成2３
年度 年度

2,537 １，６１２

９ ９

249 399

2２ 2２

1９１ ０

9５ 9６

8５ 3３

1，１６４ 1,306

1０３ 103

432 307

０ ０

147 6７

4９ 5１

1９ 2０

5，１０２ 4,025

平成2４
年度

1,113

９

400

０

０

9６

2８

1,158

３

207

０

6９

5２

1４

3,149

(単位：百万円）

平成２５
年度

1,223

1０

500

０

０

０

326

1,659

３

０

０

8０

5２

５

3,858

平成2６
年度
(見込み）

1,193

1０

・５００

０

０

0

337

1,966

３

０

０

4８

5４

4７

4,158

（地方財政状況禰査による）●

※土地開発基金は1百万円未満のため除いている。

※公園整備基金の平成13年度以降の年度末現在高は、平成11年度の一般会計長期運用額300百万円を含み、元金は平成17年度から平成21年度までの５
年間で60百万円ずつ返済

百万円

6，０００

5，０００

4,000

30000

2,000

1,000

０

ｍ－Ｊ
，‐-－－－－－－１

Ｚ
や簿。$，●●●●●

llill
．．、獄

年度

五０
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施策№ 施策名 

 

施策の現況と課題 

 

 

  

施策の方向性 

 

 

取組①  

進めていく主な取組 

 

 

取組②  

取組③  

第４次基本構想・後期基本計画に係る掲載項目（案） 

施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び  

 目標を達成するためにどのような課題があるかを

記載する。 

 

現況と課題を踏まえ、各施策の目指すべき姿や  

取組の方向性を記載する。 

 

 

具体的な取組内容を記載する。 

 

 

  

指標名と現状(H26)、目標(H32)を記載する。 

 

 

成果・活動指標 

 

 

  
主な事業 

 

 

事業名と年度内訳を記載する。 

取組④  

資料９ 



第２回小金井市長期計画審議会資料
　

平成２７年３月３１日

第１回 第２回
審議会
（第３回）

第３回
審議会
（第４回）

市民懇談会

環境と都市基盤 上原　和 杉山　薫 竹之内　一幸 谷本　俊哉

4/13（月）
18：00～

第二庁舎
802会議室

5/18（月）
18：00～

第二庁舎
802会議室

6/8（月）
18：00～

第二庁舎
801会議室

地域と経済 今井　啓一郎 川合　修 中村　裕子 渡邊　嘉二郎

4/17（金）
10：00～

西庁舎
第５会議室

5/19（火）
14：00～

西庁舎
第５会議室

6/10（水）
14：00～

西庁舎
第５会議室

文化と教育 久保　節紀 鉄矢　悦朗 福元　弘和 渡邊　智子

4/17（金）
18：00～

第二庁舎
802会議室

5/13（水）
18：00～

第二庁舎
801会議室

6/9（火）
18：00～

第二庁舎
802会議室

福祉と健康 岡本　鮎実 志田　尚紀 高橋　雅栄 本木　治子

4/14（火）
18：00～

西庁舎
第５会議室

5/19（火）
18：00～

西庁舎
第５会議室

6/12（金）
18：00～

第二庁舎
801会議室

※　場所については、今後変更の可能性があります。

起草委員会の構成及び今後の日程（案）

5/25（月）
18：00～

商工会館３階
萌え木ホール
Ａ会議室

6/25（木）
18：00～

前原暫定集会
施設１階
Ａ会議室

未定

（６月末又は
７月初旬）

分野 起草委員の構成メンバー

開催予定日

資料１０ 
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起草委員会補足資料 

 

①当日までに考えていただくこと・必要な視点（市民目線、専門的な視点） 

 

②参考にしていただく資料（前期基本計画、データブック、市民意向調査、事務 

事業評価シート等） 

 

③当日の意見の出し方、まとめ方 

 

（例）付箋に個人の意見を書き込み、模造紙等にてグルーピングし、リーダーが各

起草委員会の意見として取りまとめる。 

 

＜第1回目のとりまとめシート（案）＞ 

 

施策番号  ６４  施策名 子育て家庭の支援    

意見内容 分類 

・ここ2年で待機児童数が減っていると認識している。保育施設

を充実させてきた経緯を市民に示してはどうか。 
現況と課題 

・「地域の子育て力」のように、キーワードとして「地域力の強

化」を示すようなキーワードを含めてはどうか。 
施策の方向性 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料10-２ 
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懇談会開催概要（案） 

 

１ 目 的 

市民の方が日頃から感じている「小金井市の魅力」や「将来の小金井市に対する想い

や願い」を、様々な方々との交流・意見交換を通じて、挙げてもらう場を設定し、第４次基

本構想・後期基本計画の策定に繋げることを目的として開催します。 

 

２ 日 時 

平成２７年  月  日（ ） 午後１時～４時 ※６月下旬～７月上旬 

 

３ 場 所 

  （未定） 

 

４ イベント名 

 「（仮）こがねいまちづくりカフェ」 

 

５ テーマ（案） 

 以下、４つのテーマについて、設定時間（２０分から３０分）ごとに各テーブルで話し合う。 

 ⑴ 小金井市の「良いところ・魅力・自慢できるところ」は何ですか。 

 ⑵ 「住み続けたい」と思う小金井市の未来はどのようになっていてほしいですか。 

 ⑶ 「小金井市の未来」を実現させるために、自分たちにできること。 

 ⑷ シェアリング（発表） 

 

６ その他 

⑴ 市民参画の手法である「ワールドカフェ」方式で実施する。（別添資料） 

⑵ 当日は、保育士２名、手話通訳士２名の予算措置があります。 

⑶ 当日の司会進行等は審議会が主体となり、事務局はサポート役になります。 

資料１１ 



ワールドカフェとは 

 

カフェにいるかのように、リラックスした雰囲気の中で、４～５人単
位の小グループ単位で対話を行います。 

 

意見を否定せず、互いの意見を尊重しながら話しを進めます。相
手の意見を聞き、つながりを意識しながら自分の意見を伝えるこ
とにより、場の一体感を味わうことができます。 

 

メンバーの組み合わせを変えながら話し合いを続けることにより、
あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られます。 

 

グループにて一定の結論を導き出すものではありません。 

 

第２回小金井市長期計画審議会資料 平成２７年３月３１日 

資料１１-２ 



総合計画策定やまちづくりを議論する場で、ワールドカフェ形式を用いた実施例はたく
さんあります。 

1 

神奈川県鎌倉市 

東京都清瀬市 

北海道札幌市 

北海道石狩市 

 あなたが普段「鎌倉っていいな」と感じるのはどんなところですか？ 

 20 年後の鎌倉はどんなまちになっていてほしいと思いますか？ 

 前のラウンドで話し合ったようなまちにするために、あなたができることとは、
何でしょうか？ 

 もし、今あなたが鎌倉の市長になったとしたら、これだけは進めてきたい、
大切にしたい取組は何でしょうか？ 

 清瀬に住んでいて、来てみて、「良かった」と思うことは何ですか？ 

 他のまちにはない、“清瀬らしさ”とは何でしょうか？ 

 わたしたちが望む、“これからの清瀬”はどんなまちですか？ 

 札幌に住んでいて、来てみて、良かったと思うことは何ですか？ 

 他にはない、さっぽろ“らしさ”とは何でしょうか？ 

 さっぽろ“らしさ”にどのような可能性を感じますか？ 

 わたしたちが望む、これからの“さっぽろ”はどんなまちですか？ 

 身近で頑張ってる“いしかりのまちづくり”は？ 

 私たちが大切にしたい“いしかり”のまちづくりとは、どのようなものでしょう
か？ 

未来を語ろう！ 

ワールドカフェin 

かまくら 

清瀬みらいカフェ 

さっぽろ１０００人
ワールドカフェ 

いしかりまちづくり
ワールドカフェ 

平成２４年１１月 

平成２６年６月 

平成２３年７月 

平成２４年１０月 

自治体 ワールドカフェのテーマ 検討会名称 開催年月 



ワールドカフェではくつろいだ雰囲気で話し合いを行います 

2 

 

ワールドカフェとは、カフェでくつろいでいるような雰
囲気の中、メンバーの組み合わせを変えながら４～５
人単位の小グループで話し合いを続ける手法で、多
くの自治体で活用されています。 

 

明るい雰囲気のもと、ざっくばらんに意見交換します。 



ワールドカフェは３～４ラウンドに分けて行います 

3 

 グループ分け（１テーブル５名程度） 
 各テーブルでの自己紹介 

 参加メンバーの役割決め 

 役割として、各テーブルにて「ホスト」（１名）と「旅人」
（その他全員）を決める 

 ラウンド毎（３～４ラウンド）に決められたテー
マについて話し合い、時間が経てば席替えを
行い、新たなラウンドに移る 

 第１ラウンドが終了すれば、「ホスト」はそのままテー
ブルに残り、「旅人」は他のテーブルに移動する 

 第２ラウンド移行は、話し合いの最初に前ラウンドか
ら残っていた「ホスト」が、そのテーブルで話し合わ
れた内容について、移ってきた「旅人」にまず説明を
する 

 その説明を受けて、ラウンドに沿ったテーマについ
ての話し合いを始める（２０分程度） 

 話し合いを通じて、テーブルの上に広げている模造
紙にメモをとっていく 

 すべてのラウンドが終了すれば、そのテーブルでこ
れまでの振り返りを各メンバーで共有し合う 

 参加者は付箋などに、話し合いを通じた総括
（理想的なまちのあり方など）を記載 

 付箋を壁（模造紙等）に貼り付ける 

準備 

アイデア出し 

アイデアの 

全体共有 

手順 実施内容 備考 

 司会者が各付箋の内容を紹介したり、誰もが自由
に見られる時間を設けるなどにより、アイデアの
全体共有を図る（その場で意見を集約しない） 



ワールドカフェでは以下のような効果が期待できます 

4 

カフェのようなくつろいだ雰囲気で話し合うことで、
創造的なアイデアを生み出しやすくする 

メンバーの組み合わせを変えながら話し合いを
進めることで、参加者全員と話し合っているよう
な効果が生まれる ミツバチが、花から花へ花粉を付けながら飛び

回り、新たな種が生まれるように、アイデアが
テーブルからテーブルへ広がり、新たな発想が
誕生しやすくなる 

一人ひとりのアイデアを尊重することで、様々な
意見を次々に出しやすくする 


